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「未来の教室」フォーラム
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教科横断的な探究学習・STEAM教育Qubenaによる教科学習の効率化

COMPASSが目指す学習サイクル
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経済産業省「未来の教室」実証事業 2018 & 2019 

教科書が定める
授業時数

Qubenaを導入した
授業の実際の授業時数

2019年 英語の授業にQubenaを導入し、2~3割の時間短縮を実現 アプリ利用有無による
偏差値比較

中学2年生 22時間（2単元分）

16.5時間で終了
5.5時間
短縮

2018年 数学の授業にQubenaを導入し、約5割の時間の短縮を実現
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英語に対する意識の変化（STEAM教育実施前後のでの比較）

とてもあてはまる あてはまる

英語は自分の将来に
役に立つと思う

英語を学ぶことが、
社会問題の解決に役立つと思う

上段：事前調査 下段：事後調査

2018年

2019年

STEAM教育実施前後の教科への意識変化

ロボット

3Dプリン卜

ドローン

SDGs テーマ4
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AI型教材 Qubena(キュビナ)

2020年度

・全国100自治体

・公立・私立小中高校 750校

・ユーザー数約20万人

2021年度

小中5教科対応のAI型教材に！

ユーザー数約30万人
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水産資源の持続可能性 ×教科学習の活用
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漁獲量が半分以下になった魚種 サンマ 0.22倍

クロカジキ類 0.49倍 ホッケ 0.40倍

その他のカジキ類 0.39倍 イカナゴ 0.16倍

ソウダガツオ類 0.30倍 アサリ類 0.29倍

サケ類 0.34倍 スルメイカ 0.20倍

マス類 0.26倍 アカイカ 0.31倍

カタクチイワシ 0.37倍 その他の水産動物類 0.12倍

コンテンツ作成の背景

養殖業を
盛り上げなくては!
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コンテンツの構成

日本の環境
海岸線が長く、豊かな森林のおか
げでプランクトンが発生しやすい
日本の環境を利用して養殖する。

社会

生物の生態・IoT利用
生物の生態に合わせて効率の良
い生産方法を取る。

理科

企業戦略
生産方式の特徴に合わせて、リス
クとリターンを考えながら投資を
行う。他に海外戦略など。

数学
英語

最大持続生産量の計算
水産資源の量を調査と計算で推
定しながら、適切な量の水産資
源を利用する。

数学
理科

生分解性プラスチック
世界的な問題となっている海洋ゴ
ミの問題を生分解性プラスチック
によって解決を目指す。

理科
社会

市場経済・法律
需要と供給の動きを予想して、
利益を出しやすい時期に合わせ
て出荷をする。他、漁業法など。

社会

総まとめ
これまでの振り返り、様々な教科
が紐付いていることに気づく。

総合

キャリア教育
何のために勉強しているのかとい
う問いに対する自分なりの答えを
見つける。

総合
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様々な要素に出会う
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授業の流れ
①動画を視聴する
（10分程度）

②ワークシート
（20分程度）

③気になったことを探究・まとめ
（20分程度）

• 興味をひく
• 前提となる知識をおおまかに
伝える

• 動画内の内容と教科で学習した
知識を照らし合わせる

• 問いの提示（フックをつくる役割）

• 生まれた疑問について考える
• 関連要素を調べる

eg.
• ノルウェーで漁業が人気な訳
• 世界と日本のギャップについて
• 養殖がアツい理由

eg.
• 森と海の関係は？
• データ管理することでどんなメリットが
あるか？

eg.
• もし牡蠣を販売をするなら、
どの月を狙う？

• IoTを使った事例はどんなも
のがあるか？
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• 水産資源の持続可能な利用の形を考えること。
• 問題解決のベースに学校での学びが含まれていること。

学んでほしいこと
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生徒へのメッセージ

大人が本気で
挑戦している姿を見て
自らのゴールに向かう
後押しになれば！

MY GOAL



14

地域の特色を生かした
探究活動の参考に！

個人

地域
社会

行政企業

環境

先生へのメッセージ


